
2006年度 小委員会活動成果報告 
（2007年２月 15日作成） 

小委員会名 劇場・ホール小委員会 
主 査 名：上西 明 

就任年月：2006年４月 

所属本委員会 

（所属運営委員会） 
建築計画委員会 委員長名：布野修司 

設 置 期 間    2006年４月  ～  2008年３月 

設 置 目 的 

各年度活動計画 

（箇条書き） 

・劇場・ホールに関する知見を、見学会、シンポジウムを通して紹介、伝達する。

・劇場・ホールに関する研究を、さまざまな立脚点から議論し、整理する。 

・文化施設としての劇場・ホールの今日的なあり方について見直しを行なう。 

委員公募の有無：あり。 

委員構成 

（委員名（所属）） 

委員：上西明（上西建築都市設計事務所）、坂口大洋（東北大学工学部）、大月淳（名古屋大学）、 
井口直己（井口直己建築設計事務所）、浦部智義（日本大学工学部）、上田泰孝（間組）、 
川口和英（鎌倉女子大学家政学部）、永井聡子（知立市文化会館）、永井久夫（竹中工務店）、 
長谷川祥久（香山壽夫建築研究所）、林秀樹（ACT環境計画）、古橋祐（昭和音楽大学）、 
幸和紀（東京家政学院大学）、WG委員：青池 佳子（フリーランス）、小川清則（鹿島建設）、 
小沢直（センターラインアソシエイツ）、勝又英明（武蔵工業大学工学部）、 
草加叔也（空間創造研究所）、斎藤義（環境デザイン研究所）、佐藤慎也（日本大学理工学部）、 
戸田直人（シアターワークショップ）、森田孝夫（京都工芸繊維大学工芸学部） 

設置WG 

（WG名：目的） 

「ホールの地域計画研究WG」 
少子高齢化社会における新しい地域社会状況の中で、劇場・ホールについての地

域計画、施設計画について調査研究する。 

2006年度予算 
      

189,000円 

ホームページ公開の有無：準備中 

委員会 HPアドレス： 

 

項  目 自己評価 

委員会開催数  ９回（年度内計画を含む） 

刊行物  

講習会  

催し物 

（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 

１．2006 年 4 月 28 日 一般公開見学会・研究会 「杉並公会堂」 

建築学会環境工学委員会音環境運営委員会、音響学会建築音響研究会との共催 

２．2007 年 2月 3日 一般公開見学会・研究会「昭和音楽大学新百合ヶ丘新校舎：

教育施設としての劇場・ホール」  参加者数９２名 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 

当委員会は、計画委員会の中で劇場・ホールを研究対象としています。委員は、

大学、研究所の研究者、設計事務所、建設会社の設計者、劇場コンサルタント、

公共ホールの管理運営者など、多様なメンバーからなり、そのさまざまな立脚点

からお互いに知見を深め、社会に対する活動を行なっています。 

目標の達成度 

（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．劇場・ホールという同じビルディング・タイプを研究対象としつつ、別の切

り口で研究をする環境工学の委員会、音響学会と、見学会・研究会を成功させた。

２．教育施設であり、同時に新百合ヶ丘に立地し地域との結びつきのある昭和音

楽大学の新しいキャンパスについて見学会を開き、多くの参加者が来た。 

委員会活動の問題点 

・課題 

１．文化施設としての劇場・ホールの今日的なあり方について見直しを行ない、

その成果を、広く公開していきたい。 
２．公共施設の管理運営に実際に携わる方の委員を増やしたい。 
３．劇場・ホールに興味のある意欲的な方を委員として公募したい。 

 


